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	１．研究の背景と目的
	２．方法
	簡易旋光度測定装置を作成し、グルコース溶液、フルクトース溶液の温度，時間経過による比旋光度の推移を調べる。（旋光度　α－グルコース +112ﾟ, β－グルコース +19ﾟ） 　　　,+112.×,𝑥-100.+ ,+19.×,(100−𝑥)-100.=測定値
	その結果から上式を用いて、これらのα型とβ型の比率を求める。
	３．結果
	グルコース溶液の各温度の異性化速度を測定した。
	（グルコースは粉末状態ではほぼα体のみであることが
	知られている。）
	・異性化は溶解直後から開始する。
	・初期において高温ほど異性化速度は大きくなった。
	・比旋光度は最終的には、どの温度も 50ﾟ付近になった。
	・グルコース溶液は溶かした直後が最も甘いといえる。
	発表会ではフルクトースの結果についても報告する予定で
	ある。
	４．考察・結論
	グルコースの異性化は温度が高いほど初期速度が大きい。しかし、最終的には温度に関係なく「α型：β型≒１：２」に収まることが分かった。α型の方がβ型より1.5倍甘いことから、低い温度の水に溶かして直後であるほど甘さは強いが、１日程度経つと、それ以上の甘味の低下は起こらないと言える。
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